
水稲乾田直播を核とした
アップカットロータリの汎用利用による
稲・麦・大豆輪作技術マニュアル







当該輪作体系の特徴と概略当該輪作体系の特徴と概略



種子 肥料

距離 角度

乾田直播水稲の表層散播による一工程播種乾田直播水稲の表層散播による一工程播種





振動鎮圧ローラを活用した漏水防止対策振動鎮圧ローラを活用した漏水防止対策



握って固まる
ローラに土がつくなら濡れすぎ

5cmくらい

踏んでも効果なし

圃場の特徴 作業実施時
の特徴

播種・鎮圧方法 減水深***
（ mm/ 日）

実施
年

土性 * 圃場サイズ
(a)

壌土 35 漏水性甚大
（ 1890mm/日 **）

朝降雨有り 表層散播・同日鎮圧 14 2014

37 漏水性大
（ 203mm/ 日 **）

朝降雨有り 表層散播・同日鎮圧 20 2014

47 前年冬に基盤整備
（ FOEAS)

FOEAS によ 
る予浸 

表面散播・翌日鎮圧 13 2015

24 前年冬に基盤整備
（従来暗渠）

表面散播・翌日鎮圧 33→後 、 
湛 水不能 2015

埴壌土 30 表面散播・同日鎮圧 15 2015

軽埴土 55 表面散播・同日鎮圧 27 2015



表層散播による乾田直播栽培での雑草防除表層散播による乾田直播栽培での雑草防除

5月下旬
～

6月上旬

播種

茎葉
処理型
除草剤

振動
鎮圧

*2
茎葉

処理型
除草剤

*1
土壌

処理型
除草剤

湛水
土壌

処理型
除草剤

イネ出芽 入水

表層散播による水稲乾田直播栽培
10月

中下旬

収穫



使用時期

サターン乳剤 播種直後～稲出芽前（入水15日前まで）

（処理薬量600～1200ml/10aの場合）

サターンバアロ乳剤および粒剤 播種直後～稲出芽前

（ノビエの1葉期まで）（入水15日前まで）

トレファノサイド乳剤および粒剤2.5 播種後発芽前（ノビエ発生前）

（入水15日前まで）

クリンチャーＥＷ 播種後10日～ノビエ5葉期

クリンチャーバスＭＥ液剤 播種後10日～ノビエ5葉期

ノミニー液剤 播種後10日～ノビエ5葉期

　イネ出芽後直ちに入水する場合は以下の除草剤は使用できません。

シャドー水和剤 入水10～2日前 （イネ2葉期以降）

ワイドアタックＳＣ イネ3葉期～ノビエ5葉期

注） 使用時期については簡略化して記載しています。詳細は除草剤のラベルをご覧ください。

除草剤は、商品名を五十音順に記載しました。

乾田期間に使用する除草剤

除草剤名

土壌処理型除草剤

入水後に使用する除草剤

茎葉処理型除草剤

湛水土壌処理型除草剤

直播水稲に登録のある初中期一発処理剤



水稲多収品種「たちはるか」での栽培例水稲多収品種「たちはるか」での栽培例





大豆・麦のアップカットロータリを活用した一工程播種栽培大豆・麦のアップカットロータリを活用した一工程播種栽培





アップカットロータリの汎用利用による輪作体系の経営的評価アップカットロータリの汎用利用による輪作体系の経営的評価



0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000

大麦

小麦

大豆

水稲

種苗費

肥料費

農業薬剤費

光熱動力費

その他諸材料費

土地改良及び水利費

賃借料及び料金

物件税及び公課諸負担

生産管理費

建物費

農機具・自動車費

労働費

（資材費） （償却費） （労働費）

（円/10a）



業務用米に適した水稲多収品種「たちはるか」の特徴と無洗米適性業務用米に適した水稲多収品種「たちはるか」の特徴と無洗米適性





多収大麦品種「はるか二条」の特徴と焼酎醸造適性多収大麦品種「はるか二条」の特徴と焼酎醸造適性





FOEASを活用した乾田直播水稲の播種・鎮圧工程での水分管理案FOEASを活用した乾田直播水稲の播種・鎮圧工程での水分管理案





表層散播機の特徴表層散播機の特徴

種子 肥料
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